
今後の開発目標

今回のモデル地域である伊賀上野城下町は周辺の町並みや立地から

して、再生活用において観光的アプローチが望ましいと考えられる。

そのため、「分散型ホテル」を主軸としつつ、観光的機能も点在させ

る方針で進める。

モデル地区内において、㈱NOTE伊賀上野が、空き家となった古民家

等を買い取って（または借り上げて）、建物を改修し、宿泊施設やレ

ストラン、カフェ等を順次整備する。

このうち、基幹的な施設にフロントを置き、宿泊施設等を一体的に

運営する（分散型ホテル方式）㈱NOTE伊賀上野が行うエリアマネジメ

ントにより、地区に各種のテナント事業者を誘致し、配置していく。

採択事業２ （活用補助金：空家再生等推進事業補助金）

NIPPONIA HOTEL 伊賀上野城下町 地域：中心市街地

㈱NOTE伊賀上野

平成30年8月に伊賀市空家等対

策計画の古民家等再生活用指

針の取組に向けて、㈱NOTE

（本社：兵庫県丹波篠山市）

が設立

古民家等改修方針

古民家等の改修は、その文化財的価値をできるだけ保存することを基本として、

それでも活用のためには改変を加えることが必要になる。当然、活用目的によっ

ては耐震補強やスプリンクラーの設置なども必要となる。

このとき、未指定文化財であっても、文化財の保存修理の技法を援用すること

になる。技法としては、主に以下３つが重要となる。

１．ミニマムインターベンション（改変は最小限にしてオリジナルを大切にする）

２．可逆性（改変する場合にも容易に復元できるよう配慮する）

３．区別性（改変分を明確にする）

これらの技法を援用することで、文化財的価値を表現しながら（時間が創った

趣を残しながら）、改修費用を低く抑えることが、古民家等の再生活用を事業と

して成立させる上での重要な点である。

公民連携したまちづくり

伊賀市の空家等対策計画及び古民家等再生活用指針の推進に向け、

歴史的資源を活用した地域活性化及び観光振興を推進することを目

的に、「伊賀市エリアにおける歴史的資源を活用した地域活性化に

向けた業務連携に関する協定書」を㈱NOTEと（一社）ノオト、西

日本旅客鉄道株式会社と伊賀市の４者が締結した。

協定は、各当事者の特性をいかしつつ、それぞれの知見やネット

ワークを活用し、連携協力して歴史的資源を活用した地域活性化及

び観光振興を推進することを目的としている。
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以降着手を計画





テナント開発 ㈱NOTE伊賀上野 https://team.nipponia.or.jp/

ホテル運営 バリューマネジメント㈱ https://www.vmg-igaueno.com/

ホームページ

※伊賀市空家再生等推進事業補助金要綱第16条に基づき、事業採択を受けた事業者の支援のためのチラシ
です。ホテル施設の利用などのお問い合わせについては、上記、ホテル運営会社ホームページのお問い合
わせホームから、直接お問い合わせ下さい。伊賀市へお問い合わせ頂いてもお答えできません。
　空家再生等推進事業の採択を受けた施設への視察申込みについては、伊賀市役所市民生活課空き家対策
室までお問い合わせ下さい。

忍者市（伊賀市）
（お問合せ）伊賀市人権生活環境部市民生活課空き家対策室 伊賀市四十九町3184 ☎0595-22-9676

https://team.nipponia.or.jp/
https://www.vmg-igaueno.com/

